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2 Fp- 2　　　　　　 カフェイン飲料摂取 習慣形成に影響する要因分 析の試み

○塚田三香子　 （聖霊女短大）

（目的）カフェイン飲料摂取習慣は青年期に形成される習贋の１つと考えられるが、カフェインに関し

てはその依存性の存否に関して議論されたこともあり、摂取習慣がどのような要因の影響を受けて確立

するかは興味深い。今回、カフa;イン代謝に関与する酵素の１つであるN- アセチル転移酵素、および

冠動脈疾患の危険因子であるといわれているタイプ Ａ 行動樹生に関して、カフェイン飲料摂取習慣と

の関連を調べた。

（方法）秋田県在住の1  8 －20 歳女子の血液を用いて、PCR 法により、Ｎ･アセチル転移酵素の遺

伝子1-4 についてその存在を確認した。この結果から遺伝子型を分別し、代謝型を推定した。また、

アンケートにより、カフェイン飲料の摂取頻度、摂取する目的、摂取するカフェイン飲料の種類などを

調査した。また、タイプ Ａ 行動枠匯度に関してはkg 式質問紙法により、個々の傾向を数値化した。

これらから、カフェイン飲料の摂取頻度により、集団を３群に分け、それぞれの集団のN- アセチル転

移酵素代謝型出現頻度およびタイプＡ行動特牲度を比較した。

（結果）現在のところ、6  6名の結果が得られている。カフェイン飲料を毎日摂取する集団（1 群）、

週３－４回摂取する集団(2 群）、週１回以下摂取する集団（3 群）に分別したところ、それぞれの人

数は1  5名、33 名、1  8名であり、毎日摂取することを習慣の確立とみなせば、２ 2.   7% にカフェ

イン摂取習慣がある。Iそれぞれの群におけるN- アセチル転移酵素代謝型はl 群で速い:  7 名、中間：

６名、遅い-. 2 名、２群で速い:  1  7名、中間：1  5 名、遅い：1 名、３群で速い:  8 名、中間:  6名、

遅い：4 名であり、３群で代謝型の遅い者の出現頻度が高い傾向はあるが、明確な出現頻度の差は認め

られなかった。また、タイプＡ行動特性に関しても、1 群に高いタイプＡ傾向性は認められなかった。

2 Fp- 3　　　高校生のアレルギー性疾患に関する実態調査

○樋ロ ー寿゛ 武副礼子゛゙ 黒川由美*3　平井和子*3
（*大阪女子学園短大、゛゙大阪府立看護大医療技術短大、*3大阪市大）

【目的】　近年アレルギー性疾患の増加が著しく、その要因として食生活や環境因子など
が挙げられている。そこで本研究では、高校生のアレルギー性疾患発症の実態を調べ、発

生要因や健康に関連する意識について検討した。
【方法】大阪府内の高校生461 人（男子177 人、女子284 人）を対象に、平成４年１月に

アレルギー性疾患の最近１年間における発症経験と健康に関連する生活習慣への意識につ

いてアンケート調査を行った。

【結果】　アレルギー性症状経験者は男子67.6 ％、女子67.4 ％であった。発症時期は男女

ともに不規則が各々49.1％、46.3％と最も多く、次に季節性、通年性の順であった。男子
ではアレルギー性鼻炎が38.4 ％で最も多く、次にアトピー性皮膚炎16.5 ％で、アレルギー

性結膜炎と花粉症が各々13.5％であった。女子はアレルギー性鼻炎が30.3 ％と最も多く、

次にアトピー性皮膚炎18.6 ％、尋麻疹17.1 ％、花粉症11.7 ％の順で、性差がみられた。

アレルギー性症状がおこる原因に対しで 家のほこりゃダニ”と答えた割合は53.4 ％と最

も多く、次に“花粉”49.8％、“特定の食物”21.5％、“ベッド （14.6 ％）、“精神的
環境”（11.4 ％）の順であった。アレルギー症状を感じた時の対応としては、66.7％が“無

処置”で最も多く、“受診”37.9％、“服薬”24.7％の順であった。アレルギー性疾患経

験者の男子では菓子の摂取頻度が高く、女子では卵、肉類の摂取頻度が高かった。アレル

ギー症状経験者の男子でぱ 排便が週に８回以下”が8.1 ％、“不規則”が15.1 ％で、ア

レルギー症状の無経験者（各々1.1％と6.8 ％）よりも多い傾向がみられた。
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